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農業に携わる者としての自覚をもち、農業に取り組む自信と誇りを醸成する。

農業経営・農家生活に必要な専門的な知識、高度な技術及び幅広い教養を備えた人材を養成する。

現場と連携して、実践的な教育実習により、即戦力となる人材を育成する。

社会情勢の変化に対応できる視野と創造力・適応力を養成する。

難甕
:馨:罐擦姦

学生教育 (養成課程・研究課程)と社会人教育 (研修課程)を柱に、愛媛の農業 農村を支える人材を育成しています。

課 程   !    学科 `講座名  ~1修 業年限 1 定 員
…
1~~

入学資格 (対象者 )■_呈=___■F,T'‐ 1 賃‐―■-1

1壼盛1籠屹ンシ藝Lス/ 2年  1 55人  1高 等学校または中等教育学校卒業 (見込)者 など
1課
程
1 業高L直し3/蓋蓬コ_ス )

1璽羅アグリビジネス科
農業D×公開講座

農業担い手育成塾

農業やろう塾

農業革新挑戦塾 など

5人
農業大学校または専門学校、短期大学、大学卒業 (見込)者 など

最終学歴が高等学校卒の場合は、2年以上の就業経験が必要

研修課程
開催時期、期間、定員

は、各講座による

就農希望者 (社会人)

農業者 など

×5ページ参照

躙隋躙魃 亦哄鰊琲閾縣饒嘔覺紗鱚輪 ]

農業DXと は…農業や食関連産業の分野において、デジタル技術の活用により、生産から消費に関わるあらゆる

人々の生活やビジネスを良い方向に変化させることです。

躊聰陽冬鼈、九絋祗凩輻贔靱珀磋鰈雉贔惧憫惧はべ鋏咎 ||

颯贔1覇饉  鶉
スマート農業機械の実習の充実

デジタルツールの活用 (タブレットの活用・電子図書館の利用など)

ドローンなど各種資格の取得

全国先進地視察

麟嘲 中趙 I。
,・・・嬌・・・仁跛菫蠍骰躙驚 D×社会の概要、農業DX71u論 、

データ活用農業 など

鑽難饒茫[[苺 ………・=《鰈吻鱚貪躙膠農業D×を活用した経営管理
農業DXを活用したほ場管理

農業D×の導入効果 など

農 雛 懇H豊 畿 鶴 爾 …・鰺餃隧涸鯰鍼 農業 DX概論
農業DXの導入効果

農業DXを活用した愛媛型農業の方向

鋒 ひ 力 移



「 U麗 竜♭爾
●就1農時|にすぐに役立つ技術が身につきます■ ■ |‐  ■ |  ■ | ■■
●試験研究機関との緊密な連携による充実し.たカリキユラムを用意しています!

資格がとれるl

=危
険物乙4類取扱者資格

1毒物劇物取扱者資格

総合農学科卒業時:「専門士」の称号を付与

その他、次のような資格・免許・講習を受験 受講することができます。

大型特殊自動車(農耕車限定)運転免許 ■ガス溶接技能講習
アーク溶接等特別教育 小型移動式クレーン運転技能講習

フオークリフト運転技能講習    ■玉掛け技能講習

お得な響費 |
入学選考料:2,200円

授 業 料1118,800円 /年師免制度あり)
入 学 金:不要    |卜 、卜
等 k

就鑽薔就‡‖|‖ll選 強しぜ
近年の主な就農・就職先

1家畜人工授精師免許(畜産コース)

1小型車両系建設機械運転特別教育

|フラワーデザイン講習

ドローンオペレーターライセンス

1食品衛生責任者

農業簿記検定

1日本農業技術検定   など

※資格取得経費は別途徴収します。※高等教育の修学支援新制度の機関認定校です。

※独立行政法人日本学生支援機構の奨学金給付の対象です。※就農準備資金 経営開始

資金の給付対象研修機関です。

小型車両系建設機械運転特別教育

=諸
経費 (教材費、保険料、負担金、食費、寮費など)

115万 円程度
総合農学科 1年

70万円程度

85万 円程度
総合農学科 2年

40万円程度

アグリビジネス科 25万 円程度

就 農 自営就農、法人等雇用就農

公務員 果樹研究センター・農業大学校の会計年度任用職員、高校実習助手

農業団体 県内各農業協同組合、農業共済組合

農業関連企業   市場、農機販売、種苗、農業資材販売等企業

進学・研修 本校アグリビジネス科、愛媛大学農学部への編入学、海外研修

卒業生の進路状況

×総合農学科卒業 (見込)者 は、愛媛大学農学部等の 4年制大学編入学試験の受験資格があります。

(2024年度総合農学科・アグリビジネス科 卒業生48人 )

就 農

農業団体

自営就農、(有)ジェイ・ウィングフアーム、{株)中温、
黒田みかん農園(株 )、 (株)修斗 ほか
」Aおろいまばり、JAえひめ中央、JA松山市、
」Aひがしうわ ほか

農業関連企業

公務員

進 学

研 修

ヤンマーフグリジャバン(株)中四国支社、愛媛飼料産業(株 )、
(株)コメリ、コーナン商事(株)ほか
県立農業大学校、県果樹研究センター

愛媛大学農学部、アグリビジネス科

」Aえひめ中央農業研修生

「ひめカレ」の強み 103

研修 協  その他 2%
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実践教育による専門的な知識と技術の習得、実習重視のカリキユラム、実習ほ場を利用したプロジェクト学習や、

農業DX先進地視察、北海道農業体験実習などの幅広い視野を養う校外学習を行つていま硯

共通科目に加え、農産園芸、果樹、畜産の各コースに分かれて、それぞれ専門的な技術と経営を学びます。

農産園芸コースは、水稲 里予菜 花きの

露地 方色設栽培について学習します。

2年次には農林水産研究所の研究員の

指導のもと、より高度な知識寸支術を学

びま硯

果樹コースは、柑橘をはじめ、フドウ・

モモ ナシ カキなどの落葉果樹の栽

培について学習しま硯 2年次には果

樹研究センターの研究員の指導のも

と、より高度な知識 1支術を学びますЭ

畜産コースは、12年次を通じ、畜産
研究センターの研究員の指導のもと、

酪農 肉牛 養豚 養鶏に関する最新

の飼養管理技術や理論を学びますЭ

教養科 目

暮らしと法律、英語、

情郵処 I里 、社会人基

礎力、進路対策ゼミ

専 P5科 目

農業DXI‖、農業概論、農業簿記、農業生産

工繹管理の導入と認証 (GAP)、 病害虫と防

除計画、土壌肥料概論、農業の環境と鳥肇

害対策、毒物濠1物取扱者特別講義、フォーク

リフト運転技能講習、6次起業論、大型特殊

自動車 (農耕車限定)運転免許取扱講習など

農産国芸 コース

植物育種、植物生理、土

壊 オ直物調査法、野菜

花き 作物栽培lll論、各

論、生物工学、農産物流

通、卒業論文 など

専攻科目 (選択 )

果樹コース

植物育種、植物生理、土

壌 オ直物調査法、呆樹栽

培概論、各論、かんきつ

論、生物工学、農産物流

通、卒業論文 など

讐崖当二女   1実
 習

家畜生理、家畜解音J、 家  専攻実習
畜育千うと繁殖、家畜飼

養管理、生物工学、畜産

経営、環境保全と′ぶん尿

処I里、卒業論文 など

令和5年度卒業

私は将来、柑橘農家として自営就農を目指しており、

日々農作業に取り組んでいます。農業大学校では、研鑽

を積む他にも、実践的な技術が習得でき、農業に関わる

様々な人との縁ができます。

アグリビジネス科 中原 啓輔さん ||■     |

ぜひ、農業大学校で農業を学び、技術を身につけ、

新たな出会いを通じて、未来に向けて大きな一歩を

踏み出しましよう。

愛媛県オリジナル品種 (愛媛果試第28号 )で、

GLOBALGAP認証を取得しています |

(初年度 H311認証取得 )

乖
=:言 =三 =■
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(農 業経営者としてのさらなるスキル向上 )

>受験資格など詳しくは「愛媛県立農業大学校ホームページ」で検索

就農段階|こ 禽鵜せマ響代島研修

農業者、新規就農者、一般県民などを対象に、農業の基礎から実践までの知識や技術を習得する農業やろう塾や

農業担い手育成塾のほか、最先端のデジタル技術を学ぶ農業DX公開講座など多様な研修を実施しま魂

ル
く
ヽ

，一靡姜ヾ
褻亀

区 分 講座 演 習 実 習

必修

農業実践力・農業

経営力 農業社会

力養成講座

経営・起業プラン

策定、現地視察・事

例調査

拠点農業法人での

インターン実習、試

験研究機関等実習

選 択

総合農学科の科目から選択

※農業簿記等の講義のほか、農業経営等に必要な各種資格 免許 請習を

受験 受講することができます。

講座名 目的 内容 開催時期 :回数 対象者

農業DX公開講座
スマート農業やデジタルツールの活用に必要な知識や技術

を習得させ、農業デジタル人材として育成する。

6月 ～2月

6回

農業者・農業指導者

50メ、

農業担い手育成塾

野菜コース

果樹コース

基本技術や知識だけでなく、スマート農業や農業DXの動向

など、先進的な生産技術・情報を学び、総合的な農業経営管

理技術を習得する。

6月 ～2月

30回

新規就農者・就農予定者

野菜コース 10人
果樹コース 10人

農業やろう塾
農業の基礎的な知識や栽培技術を習得するための講義 実

習を通じて就農を支援する。

6月 ～2月

10回

就農希望者

10人

農業革新挑戦塾
最新の農業経営情報などを学ぶほか、農業DXに関する講義や実習

にも参加し、5年後の目標に向け革新的な経営改善計画を策定する。

6月 ～2月

13回

認定農業者等

10経営体

就農啓発オープンカレッジ
農業に興味がある社会人や高校生を対象に、農業の魅力を

伝え、就農意欲を高める。

月

回

８

１

就農希望者・高校生

30ノk

農業機械士養成研修
農作業安全や農業機械の構造・機能、効率的な利用方法など

の知識および技術を習得する。

月

回

農業者等

20人

新規開発機械等対応研修
新規に開発された農業機械に関する技術内容や利用方法な

どについて、講義及び実機を用いた実演 操作体験を行う。

月

回

２

１

学生・農業指導者・農業者など

40人

農業DX公開講座 農業担い手育成塾 果樹コース 晨業やろう塾 農業機械士養成研修

アグリビジネス科/研修課程 105

就農啓発オープンカレッジ
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先進的な農業・幅広い知識を培うための体験学習

農業DX先進地研修
全国でも先進的に取り組んでいるデジタ

ルツール活用事例やスマート農機など、最

先端の技術に触れることができま硯

北海道などでの農業体験実習

総合農学科1年生は北海道士別市において、

農家での宿泊による体験実習 (2班編成 :6月 、9月 )を  
つ`″‐~―´´́ ,́^山・レ。力ヽЧロー4ヽ′

2週間実施し、幅広い知識を養つていま硯

また、総合農学科2年生は、県内先進農家において農家体験実習

(前後期 :各 10日 間)を行い、知識・技術の向上を図つていま硯

ひめカレで作つた農産物書販売する直売市口収穫祭など

農産物の調整・管理・販売までを学生自らが行い、

流通と販売のしくみを学′いとともに、消費者の声を

直に聞くことで経営感覚を養いま視

環境モニタリング技術視察 (福岡県 ) 畜産実習 (北海道 )

ひめカレ直売市 えひめ まつやま産業まつり

プロジェクト学習と成果発表

プロジエクト学習

2年次には、学生それぞれが専攻科目の中で課題を

設定し、試験設計、調査、分析を行い、課題解決に取り

組みます。その結果をとりまとめ成果発表に臨みま視

優秀者は、当校を代表し、中四国および全国プロジエ

クト発表会に参加しま硯

成果発表会 果実品質の調査

061学校生活



総合農学科の学生は、軟式断球・バレーボール・バドミントン・卓球のいずれかのクラブに所属し、日々の練習で

親睦などを深めていま茂

礫魃翡軋眩員蓼―鞣糞悛屏・覺文簑 :

2023年 度 軟 式 野 球・バ レーボ ール 優 勝 !

四国地区の農業大学校が集い開催される「四国農学連

スポーツ大会Jでは、日頃のクラブ活動の成果を発揮し、

毎年、優勝や準優勝という輝かしい成績を収めています。

寮生口1日

共同生活、集団活動を通じて協同精神、仲間意識を養い親睦融和を図リ

切磋嗽磨し、学業に励んでいま硯 〈2023年 3月 リニユーアル〉

|■  |■  完全個室 (約 9畳 )男子部屋 41室/女子部屋 11室
ベッド 机  エアコン インターネット対応  冷蔵庫持込可
(風呂 トイレ 洗濯機 調理スペースなど共有)

重千ヽ 1「
=

24:00

22:00門限‐点呼



農を興‐す者すべからく作物 :こ学ベ

沿 革

明治43年

大正 4年

昭和46年

昭和48年

平成 17年

平成 18年

令和 4年

令和 5年

『 興 農 研 学 」
実践教育を重んじる

.教
育理念

愛媛県立農事試験場に農業見習生制度を設置   ‐‐ ‐

愛媛県立農業技術員薫成所に改称   |
その後、愛媛県高等農業講習所に名称変更

愛媛県立農業大学校として発足     ‐  | ‐|‐  |

松山市下伊台町に移転、校舎・寄宿舎 ,体育館を新築

専修学校化

養成部F号を総合農学科、研究部F弓をアグリピ
ー
ジネス科に再編

アグリビジネス科改編

サブネニムをえひめ農業本来カレッジ(ひめカレ)と命名

今治市

河中方面

ACCESS

えひめ農業未来カレッジ
(愛媛県立農業大学校 )

1雀撃頭異貫:伊台線25分、伊台下車徒歩5分

1麒 鱒菫菫だ:松山市駅経由似 下同J

I総史属珀漏
側にから

1撃曇碁]尼辞曖早車、宇和島自動車バスにて畜産試験場下車

愛媛県

県民文化会館鬱

⑩

宇和島市方面

砥部町 松山IC方面

議果樹研究センター

えひめ農業未来カレッジ

えひめ農業未来カレッジ
(愛媛県立農業大学校)

〒7910112愛媛県松山市下伊台町1553番地
TEL:089-977-3261(代 ) FAX:089-977-5410
https://hirnekare jp/

E― mail:ehnoudaiOaqr.e― catv.ne jp

畜 産 分 校 (畜産 研 究 セ ン タ ー )

〒797-1211愛媛県西予市野村町阿下7号 156番地
TEL:0894-72-0064


